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1 ．はじめに
































































た生徒が85名，週 2 回が40名で，週 3 回が 3 名，週
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3 . 5   文字を書く活動の有無


























3 . 3   小学校の英語授業の指導者
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4 . 3   結果
4 . 3 . 1   記述統計
表 1    定期テストと「動機づけ」質問紙の記述統計量
テスト n M SD Min Max
①中間 138 80.37 14.33 17 100
①期末 138 69.94 19.69 15  99
②中間 136 67.56 20.94 5  99
②期末 137 81.20 14.50 30 100









4 . 3 . 2   t 検定
表 2 ．グループごとの記述統計量
①中間
Group n M SD Min Max
1 G 25 83.44 12.59 59 99
5 G 102 79.85 14.92 17 100
①期末
Group n M SD Min Max
1 G 25 70.60 21.34 29 97
研究で調査することとした。
4   調査 1





RQ 1 ： 小学校 1 年生から英語学習を開始したグ








4 . 2   分析の方法
　RQ 1 に関しては， 1 G（n=25）と 5 G（n=102）
の中学 1 年時の定期テストの平均点の差を，t 検定
によって求めた。定期テストは 5 月中旬に実施し





WORLD English Course 1 」（教育出版），「Sunshine 
English Course 1 」（開隆堂），「基礎英語 1 」（NHK
出版），「チャンクで英単語 Basic」（三省堂）を出
題範囲としており，割合はおおよそ 4 ： 2 ： 3 ： 1
である。また，「動機づけ」も学力の構成要素の重
要な一部であると考え， 1 G と 5 G の「英語に対す
る動機づけ」の差も調べた。入学後約 7 か月が経過
した11月に， 英語に対する「好き・嫌い」（以下，
「動機づけ」）を質問紙により， 5 件法（ 5 ：とても
好き， 4 ：まあ好き， 3 ：どちらもと言えない，
2 ：あまり好きではない， 1 ：好きではない）で調

















4  ȐŽɔ 














4.2  ÉŻ=ŦƔ 
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4.3  ǝż 
4.3.1  ȅȝǞȃ 
 
Ǹ 1   ēŵsku8ØƇ5#ȔòǕ=ȅȝǞȃȯ 
sku n M SD Min Max 
ȳ 138 80.37 14.33 17 100 
ŵŷ 138 69.94 19.69 15 99 
ȳ 136 67.56 20.94 5 99 
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英語科 なし なし 5 53.20 21.58
英語科 なし あり 7 72.00 18.12
英語科 あり なし 8 72.25 24.59
英語科 あり あり 7 69.57 14.91
②中間
指導者 書く活動 帯時間 n M SD
外国人 なし なし 20 68.55 19.74
外国人 なし あり 24 74.29 20.99
外国人 あり なし 45 65.87 19.82
外国人 あり あり 19 62.63 19.19
英語科 なし なし 5 51.00 33.50
英語科 なし あり 7 72.43 21.28
英語科 あり なし 7 71.71 25.86
英語科 あり あり 7 67.00 20.83
②期末
指導者 書く活動 帯時間 n M SD
外国人 なし なし 20 82.30 13.12
外国人 なし あり 24 85.54 12.57
外国人 あり なし 45 78.69 15.31
外国人 あり あり 19 81.42 11.47
英語科 なし なし 5 69.00 27.52
英語科 なし あり 7 87.29 10.93
英語科 あり なし 8 83.25 18.01
英語科 あり あり 7 77.57 12.35
動機づけ
指導者 書く活動 帯時間 n M SD
外国人 なし なし 19 3.32 1.16
外国人 なし あり 24 3.50 1.38
外国人 あり なし 45 3.38 1.27
外国人 あり あり 19 3.63 1.16
英語科 なし なし 5 4.00 1.41
英語科 なし あり 7 3.71 1.25
英語科 あり なし 8 3.88 1.25











5 G 102 70.24 19.75 15 99
②中間
Group n M SD Min Max
1 G 24 62.46 22.36 17 96
5 G 102 68.75 21.25 5 99
②期末
Group n M SD Min Max
1 G 25 81.48 14.75 47 100
5 G 102 81.64 14.90 30 100
動機づけ
Group n M SD Min Max
1 G 25 3.36 1.29 1 5
5 G 101 3.53 1.25 1 5
　表 2 は 1 G と 5 G のグループごとの記述統計であ
る。それぞれのテストにおいて， 1 G と 5 G の平均
点の差が統計的に有意かを確かめるために，有意水
準 5 % で両側検定の t 検定を行ったところ，①中
間：t （125）＝1.11，p ＝.27，①期末：t （125）＝0.08， 
p ＝.94,  ②中間：t （124）＝1.29，p ＝.20, ②期末：
t （125）＝0.04，p ＝.96， 動 機 づ け：t （124）＝0.62，
p ＝.53 であり，いずれにおいても 1 G と 5 G の平
均点の間に有意差は見られなかった。







指導者 書く活動 帯時間 n M SD
外国人 なし なし 20 79.30 12.74
外国人 なし あり 24 82.17 12.17
外国人 あり なし 45 79.07 14.29
外国人 あり あり 19 83.00  9.94
英語科 なし なし 5 63.80 28.77
英語科 なし あり 7 84.14 12.82
英語科 あり なし 8 81.38 22.87
英語科 あり あり 7 87.14  8.15
①期末
指導者 書く活動 帯時間 n M SD
外国人 なし なし 20 71.95 18.83
外国人 なし あり 24 73.67 19.42
外国人 あり なし 45 68.33 20.77

















／なし）」の 3 要因ごとに比較した。 3 要因の交互
作用があることも考えられるが，「調査 1 」での結
果もふまえ，各要因を別々に分析することにした。









5 . 3 . 1 　指導者（外国人教師／英語科教師）




















































5   調査 2
5 . 1   リサーチクエスチョン




RQ 3 ： 「指導者が外国人教師か英語科教師か」，「文
－49－



























無回答 2 （2.5%） 1 （1.8%）










































































































































































































































6   考察













































































































































































































































































資料 1  「調査 2 」質問紙の自由記述回答
「小学校英語はどんな時に役立っていると思うか」
※（   ）内数字は，筆者の分類を示す（1：基本的な表現，あ
いさつ，単語に関わるもの， 2 ：スピーキング，発音，イ
ントネーションに関わるもの， 3 ：リスニングに関わるも
の， 4 ：雰囲気， 5 ：英語への慣れに関わるもの， 6 ：そ
の他， 7 ：役に立っていない）
《指導者：外国人，書く活動：なし，帯活動：なし》










































































※（    ）内数字は，筆者の分類を示す（1：文字に関わるもの，
2 ：難易度に関わるもの， 3 ：内容の量に関わるもの， 4 ：
文，文法に関わるもの， 5 ：内容の詳しさに関わるもの，



































































































































































































































中学は文法やリスニングなどさらに 1 歩 2 歩応用したもの
をしている（5）
・小学校では（遊び）のような感じで楽しくやっていた。中
学校では「勉強」のイメージが強い。（7）
・文単位で組み立てられるようになったこと。応答ができる
ようになったこと。（4）
・小学校では学習というより耳馴れというか，遊びに近かっ
たが，中学校では学習として，使えるよう英語を教えてく
ださっていると思う（6）
・英語のルールなども覚えるところ（4）
・小学校は単語だけで中学校は文を習った（4）
・くわしいかくわしくないか（5）
・単語をひたすら聞かされるのではなく，きちんと話し，聞
き，書けるようにしてくれたこと（6）
・単語量（3）
・自分で発展させていろいろなパターンで英語が使えるとこ
ろ。（6）
・小学校ではただ文を覚えたりするだけで単語でしか話せな
かったが，中学校では文法や文の作り方をたくさん学ぶの
でどんどん発展して自分の気持ちや考えなどを伝えること
ができるようになること。（6）
・全て（8）
《指導者：英語科，書く活動：なし，帯活動：なし》
・「書く」や「聞き取る」がある（1）
・スペルを書かなければならない（1）
・書いたりするところ（1）
・ノートをとるようになった。文法をするようになった。
ゲーム形式じゃなくなった。（4）
・外国人と話すために中学では勉強しているから小学校の英
語を知るだけのとはちがうと思う（6）
《指導者：英語科，書く活動：なし，帯活動：あり》
・単語を書いたり詳しく発音するところ。物語を聞いて，名
